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　会場入口で行われた開会セレモニーで、佐々木良
盛金沢地域ＬＳＣ会長、南高広北陸労金本店地域推
進委員長らが挨拶。主催者代表がテープカットした
後、午前10時より開場したフェスタには、終日風雨
の中を一般市民やろうきん友の会、連合組合員の家
族連れら約750名が来場した。
　地元のもっくり太鼓で開演したステージでは、一

ろうきんフェスタ2007

　金沢地域ライフ･サポートセンターと北陸労
働金庫本店･金沢南支店･金沢西支店･県庁出張
所が主催する「ありがとう『ろうきんフェスタ
2007』お客様感謝祭」が12月15日(土)、金沢
市の県産業展示館で行われ、歌手の山本あきさ
んのミニライブや家具調コタツ・温風ヒーター
等が当たるお楽しみ抽選会、陶器絵付け教室、
山野草・草玉づくりなど多彩な催しが繰り広げ
られた。また、同会場で｢ファミリーふれあい書
画展｣が開かれ、親子が一緒に取組んだ書や水彩
画など81点を展示。勤文協顧問の杉村雄二郎氏
(画)と氷田清風氏(書)の講評と表彰式も行われ
た。尚、入賞作品の一部は12月18日〜28日ま
で、北陸労働金庫本店で展示された。
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昨年レコード大賞新人賞を受賞した山本あきさんの
歌や杉山兄弟のスーパーシャボン玉ショー、ピエロ
ショー、親子･椀子そば早食い大会が行われた他、
北陸労金金沢南支店の滝貴子さんが、年末預金のお
願いや労金商品をＰＲした。
　会場にはその他、労金・全労済・住宅生協・労福
協の「活動紹介・相談ブース」や、ふわふわ・エ
アーサッカー・ヨーヨ−・スーパーボールすくい・
ポップコーン等の「チビッコゾーン」、たこ焼き・
焼きそば・焼き肉・うどん・そば等の「飲食休憩
ゾーン」、金沢湯涌みどりの里朝市組合が自然薯・
白菜・大根、手作り豆餅・大根寿司等を販売する
「朝市コーナー」も設けられた。
　また、「チャリティーバザーコーナー」は、開場
時から人垣で溢れ、午前中に完売。後日、売上金
55,475円を金沢市長田本町にある社会福祉施設
「特定非営利活動法人パッチワーク」に贈った。
　尚、これに先立ち、当日各ポジションを担当し
た労金職員8名が12月12日、テレビ金沢の「びー
ビーみつばち」に出演し、フェスタをＰＲした。

金沢地域ＬＳＣ事務局長　谷内英明

家族連れ約750名が来場
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事
務
局
日
誌

＜12月＞　
	 19(水)	 石川県労金、全労済、労福協、連合との連絡会議	 フレンドパーク石川
	 20(木)	 中部会館協第2回幹事会（〜21日）	 ゆのくに天祥
	 21(金)	 第3回事業団体連絡会議	 金沢市内
	 22(土)	 2007年度餅つきボランティア	 卯辰山	千寿閣
	 28(金)	 事務局会議	 フレンドパーク石川
	 〃	 フレンドパーク石川互助会総会	 フレンドパーク石川
＜1月＞			
	 	2	(水)	 谷本知事新年互礼会	 ニューグランドホテル
	 〃	 奥田建新年互礼会	 ANAクラウンプラザホテル
	 	8	(火)	 連合石川、労福協新春の集い	 金沢都ホテル
	 〃	 石川県平和運動センター「2008年新春の集い」	金沢スカイホテル
	 10(木)	 連合金沢・金沢ﾗｲﾌ合同「2008年ＮＥＷ・ＹＥＡＲ旗開き」	労済会館							
	 12(土)	 石川民社・友愛連絡会合同新春の集い	 金沢都ホテル
	 〃	 社会民主党2008年「新春交歓会」	 金沢スカイホテル
	 17(木)	 職業紹介責任者講習会	 大阪市
	 〃	 山口労福協視察（〜18日）	 山口市
	 20(日)	 緊急サポート会員フォローアップ研修会	 フレンドパーク石川							

	 24(水)	 第23回ﾕﾆｵﾝﾄﾗﾍﾞﾙｾﾝﾀｰ協力委員会	 フレンドパーク石川
	 〃	 第４回中部労福協幹事会（〜25日）	 和歌山市
	 25(木)	 食・みどり・水第２回幹事会	 フレンドパーク石川
	 〃	 河北ＬＳＣ年金生活設計セミナー	 七塚学習センター
＜2月＞
	 	1	(金)	 徳島南部地協視察受入	 フレンドパーク石川
	 	8	(金)	 連合石川第34回地方委員会	 フレンドパーク石川
	 	6	(水)	 ろうきん理事運動推進委員合同会議	 能美市
	 	７(金)	 事務局会議	 フレンドパーク石川
	 12(火)	 金沢市米消費拡大料理教室	 金沢勤労者プラザ
	 14(木)	 ＬＳＣ「第20回事務局連絡会議」	 フレンドパーク石川
	 19(火)	 石川労福協｢第５回理事会」	 フレンドパーク石川
	 21(木)	 第39回中部労福協定期総会(〜22日)	 名古屋市
	 22(金)	 金沢勤労者福祉サービスセンター第２回評議会	金沢勤労者プラザ
	 〃	 北陸労金金沢地区「事務担当者研修会」	 ANAクラウンプラザホテル
	 24(日)	 緊サポ「サポート会員研修会」	 フレンドパーク石川
	 25(月)	 食・緑・水ネット「アジア・アフリカ支援米発送式」	 金沢市役所前

　県労福協の第５回理事会が2月19日(火)、フレン
ドパーク石川で開かれ、第46回石川労福協定期総会
を５月28日(水)に開催することや2008年度の活動
方針(案)、予算(案)の骨子について協議した。
　また、事業団体の役員候補者の選考についてや緊
急サポートネットワーク事業、ライフ・サポートセ
ンターの活動、第31回石川労福協研究集会の開催、
2007年度労働者福祉基金管理委員会の開催、中部
労福協第39回定期総会、住宅生協対策委員会の設置

2008年度活動方針案を協議
石川労福協 第5回理事会

等についても話し合った。
　来年度の具体的な取組みは、労福協、県ライフ・
サポートセンターを暮らしの総合サポートセンター
(仮称)」とし、〜新たな事業の展開と既存事業の
融合、充実〜をテーマに就業支援・無料職業紹介
所「ジョブいしかわ（仮称）」の開設や福祉と仕事
(労働)相談の結合と充実、子育て支援・緊急サポー
トネットワーク事業の発展、石川県勤労者互助会事
務局の設置、ライフ・サポートセンターの機能強化
と活動充実等を目指す。その他、政策制度要求の実
現、自治体要請行動の展開、労福協構成団体・各友
誼団体・中央.地方労福協との連携、広報宣伝・研修
活動・国際交流の取組み、石川県勤労者福祉文化会
館(フレンドパーク石川)の運営等が提案された。　
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サポート会員フォローアップ研修会
　１月20日(日)午前9時30分より、フレンドパーク
石川で緊急サポートネットワークの「第２回サポー
ト会員フォローアップ研修会」を開催した。
　25名のサポート会員が参加した研修会では、才田
巖労福協専務理事が挨拶した後、講師の村中智恵氏
(津幡町社会福祉協議会親子サロン)が、「子育てたま
り場」と題して講演した。
　引き続き、６つのグループによるグループワーク
を実施。各グループでは、それぞれの体験に基づ
き、子どもを預かった時に起こった、困った事例に
ついて解決方法を含め討議し、その後、グループご
とに発表。その中で、水痘の病児を預かった時の対

処法についての話は、サポート会員に大いに参考と
なった。
　今回は冬場でもあり半日の研修となったが「もっ
と長くやってほしい」との意見も出された。

 緊サポ・アドバイザー　直江圭祐
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　1月21日、金沢
勤労者プラザで
「助成金交付団体
目録贈呈式」が開
催され、北陸３県
で活動するNPO法
人・ボランティア
団体に対して、北
陸労働金庫から助成金が贈呈された。
　初めに、川淵尚志北陸労働金庫理事長が「労働金
庫は安心・健全・貢献をモットーにしており、社会
貢献の一環としてNPO助成金制度を続けている。こ
れからも生活総合福祉金融機関として更にステップ
アップできるように頑張っていきたい」と挨拶し、
団体代表者一人一人に目録が贈られた。交付団体を
代表し、NPO法人「かみいち福祉の里」(富山県上
市町)の森勇事務局長からお礼の言葉が述べられた。
　今年度は34団体からの応募があり、審査対象と
なった33団体について協議した結果、すべての団体
が助成金制度の趣旨に沿った活動を行っていると判
断し、総額294万円の助成金が贈呈された。
　贈呈式では、助成金交付団体を代表して、石川県
ことばを育む親の会(石川県野々市町)、精神保健ボ
ランティア「クレヨン」(福井県福井市)、NPO法人

北陸労働金庫助成金を贈呈NPO法人
ボランティア団体  新 勤労者互助会を設立

グリーンウェル(福井県あわら市)の３団体から活動
報告が行われた。また交流会では、参加した各団体
の活動紹介や情報交換があり、親睦を図ることがで
きた。

　北陸労働金庫は、今年４月に北陸三県の県庁所在
地に新組織の「勤労者互助会」を設置するため準備
を進めている。この新組織は、未組織勤労者を対象
とし、従来から勤労者互助会組織はあったが活発な
活動実態がなく、新たな「勤労者互助会」設立によ
り活性化を図る。
　1月23日、北陸労金本店ビル会議室で「石川県勤
労者互助会設立準備委員会」を開催。冒頭、上田弘
志連合石川会長・石川労福協理事長が「未組織労働
者の福祉の充実に向け、新勤労者互助会を設立し活
動を進めなければならない」、川淵尚志北陸労働金
庫理事長が｢07年12月末の加入登録者数は石川県
8,600人、福井県9,500人、富山県6,700人で早
期に２万５千人台に乗せ４月からスタートさせる方
針」とそれぞれ挨拶した。
　会議では、設立準備委員と事務局を石川労福協ラ
イフ・サポートセンターに置くことを確認したほ
か、役員、規約、各地区代議員の選出方法、スケ
ジュール等を協議した。

ジョブやまぐち（山口労福協）を視察
就業支援に向けて

　県労福協第
４回理事会(12
月6日開催)で承
認された「勤労
者の就業支援
を目的とした無
料職業紹介所
『ジョブいしか
わ(仮称)』の開
設に向け、1月17日、先進的に取り組んでいる山口
県労福協の「ジョブやまぐち」を、県ＬＳＣの谷内
英明と南野利明両事務局次長が視察訪問。加藤栄山
口県労福協専務理事と定石征洋室長より説明を受け
た。
　最初に、定石室長が相談から就業斡旋に至るまで
の流れについて、「相談員は求職者の立場に立たな
いことが大切であり、あくまでもアドバイスを基本
とすべき」、「相談者には時間をかけて(２時間程度)

ゆっくり悩み等を聞き、まず信頼関係を築くことが
大切である」と話し、我々が事前に描いていたイ
メージと180度違うことにまず驚いた。その他、職
業紹介申込書や面接要領、相談者の就業状況フォ
ローに至るまで現場の声を聞くことができ、大変参
考になった。
　次に加藤専務より、「ジョブやまぐち」の開設か
ら今日までの経過説明を受けた。特徴を列記すると
①相談に来た人のみ対応。②企業訪問等の求人開拓
はしていない。③求職者に対し職安はアドバイスす
る時間が少ないので当所は聞き役に徹し時間を掛け
てアドバイスしている。④職業斡旋はあくまでも職
安と情報を共有化し、ネットワークで構築してい
る。⑤相談者の60％が主婦であり、パート職等を希
望している。
　その他、山口県労福協の日常の取組みとして「あ
んしんサポートガイド」と「ぷちとくカード」を発
行し、グルメやショップ、レジャー等の10％割引
サービスも実施している。
　尚、昨年11月に県労福協の才田巖専務理事と綿征
一常務理事が岡山県と香川県の労福協を訪れ、それ
ぞれの無料職業紹介所の視察を行った。

県ＬＳＣ事務局次長　南野利明
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　石川県勤労者文化協会主催、石川県労働者福
祉協議会と北國新聞社が後援する「第38回石
川県勤労者早春書画・生花展」は1月24日から
27日まで、金沢市片町のラブロ片町アートシ
アターいしかわで開催された。
　会場には、日頃、創作活動に励む県内の勤労
者や主婦、高齢者らアマチュア作家の力作、日
本画７点、洋画35点、書道74点、計116点が
展示された。
　また、勤文協所属・華道の草月流・山田珠峰
先生、中村雨光先生、小林嶺智先生、池坊・竹
内幸先生と各生徒による生け花27点が会場を
彩った。
　最終日には、同会場で日本画の下村正一先
生、書道の氷田清風先生による合評と表彰式が
行われた。

− � −

勤文協
主催 新春を彩る絵画、書、生花を展示

第38回石川県勤労者早春書画・生花展

入 賞 者 の 皆 さ ん

勤体協第42回冬季体育大会「卓球で火ぶた」
　石川県勤労者体育協会主催「第42回冬季
体育大会」が2月10日の卓球大会を皮切り
に開始された。
　金沢市中央市民体育館で開かれた｢卓球
大会｣は、県内各地から幅広い年齢層の94
チーム約500名の選手が出場。硬式・ラー
ジの男女10部門で熱戦が展開され、硬式の
男子Ａは卓志会、女子１部Ａはあての会が
それぞれ優勝。ラージはシルバー (合計年齢
160−239歳以上)とゴールド(同240歳以
上)の男女とも能美クラブが制した。
　冬季体育大会はこの後、2月24日、3月
2･9･16･23日に「バスケットボール大会」
が、3月16日に「バドミントン大会」が開
かれる。また、3月2日の「ソフトバレー
ボール大会」と3月16日の「卓球大会(3人
3Ｗ)」は、県ライフ・サポートセンターと
共催でそれぞれ開催される。
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　12月16日(日)、河北地域ＬＳ
Ｃは、かほく市七窪公民館で子育
て支援「緊急サポートネットワー
ク事業」河北地域の利用会員とサ
ポート会員の交流会を開催した。
　当初予定の交流会から、「クリ
スマスデコレーションケーキ作
り」に企画変更したところ、サ
ポート会員３名、利用会員10名が
応募。それぞれの家族と事務局を
含め、総勢52名(大人27名、子供
25名)が参加した。
　会場では、前後和雄ＬＳＣ会長
と直江圭祐・緊サポアドバイザー
が挨拶した後、青木クッキングス
クール教頭の加藤先生の指導のも
と、ケーキ作りを開始した。
　まず、加藤先生がスポンジケー
キを作り、デコレーションの仕方
をユーモアたっぷりのトークで実
演。子供たちが一生懸命先生の手
元を覗き込む姿が印象的だった。
その後、家族ごとに分かれ、親子
が協力しながら一台ずつデコレー
ションケーキを完成させた。先
生が作ったケーキは、子供たちが
ジャンケンゲームをし、優勝者が
獲得した。
　参加者はそれぞれが作ったケー
キを大事そうに持ち帰った。
河北地域ＬＳＣ事務局長　吉川武久

新春の集い
連
合
金
沢
・
金
沢
Ｌ
Ｓ
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合
同
旗
開
き

地域ライフ・サポートセンターだより

緊サポ・かほくセンター
クリスマスデコレーション手作り クリスマスリース作り教室

白山・野々市
年金生活設計セミナー

河　北

　河北地域ＬＳＣ主催の「平成19
年度年金生活設計セミナー」が1
月26日、かほく市七塚生涯学習セ
ンターで、馬場壮一郎社会保険労
務士を講師に迎えて行われた。
　馬場講師は、「年金と保険＆税
の知識」と題し、年金制度や後期
高齢者医療制度、改正雇用保険、
60歳代前半の公的給付と働き方
の関係、税改正(定率減税廃止等)
をパワーポイントで分かり易く説
明。講演後、数名の個別相談にも
応じた。
　当日は、今年初めての本格的な
降雪と金融機関が同じ場所で年金
個別相談を実施していたため参加
者数が心配されたが、30名もの出
席があった。帰り際に出席者から
「良いお話を聞かせていただいて
ありがとう」とのお礼の言葉を頂
いた。
河北地域ＬＳＣ事務局長　吉川武久

　クリスマスを間近に控えた12
月16日(日)午前10時より白山市
労働会館で、白山・野々市ＬＳＣ
文化部会主催恒例の「クリスマス
リース作り教室」を開催した。
　参加者32名は、「花あしらいセ
レゾ」の講師２名よりリース作り
を丁寧に教えていただいた。
　今年は特に、クリスマスリース
を正月飾りにも利用できるよう工
夫された教材を使用した。
　用意された材料は、基本的に各
自とも同じだが、綿の実やリボン
等、装飾用具を取り付けていく段
階になると、それぞれの個性が現
れ、独創的なリースが出来上がっ
ていった。更に正月飾りにするた
めの教材も加わった。
　出来上がったリースをお互いに
批評し合いながら、楽しい創作の
時間を過ごした。
　白山・野々市ＬＳＣでは、次
年度以降もこういった文化教室
の開催を計画している。今回参
加できなかった方についても、
次のチャンスに是非参加してい
ただき、楽しい時間を共有でき
ればと思う。
白山・野々市ＬＳＣ事務局長　福村滋

　各地域ライフ・サポートセン
ターの｢2008年旗開き(新春の
集い)」が相次いで開催された。
　金沢ＬＳＣは１月10日｢労済
会館｣で約300名、七尾･鹿島Ｌ
ＳＣは１月16日｢七鹿労働会館
｣で77名、輪島･穴水ＬＳＣは
１月23日「輪島・米久｣で44名
が参加した。
　各旗開きは、連合地協と合同
で開催。ＬＳＣ会長と地協議長
がそれぞれの旗を開き新年の挨
拶をした。
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'08新春の集い
白山・野々市

　白山・野々市ＬＳＣは１月16
日(水)午後６時より、白山市学習
センターのコンサートホールで
「'08新春の集い」を開催した。
　参加者は出演者も含めて約300
名と、昨年に比べて人数は減少し
たが、会場全体は参加者の熱気で
熱い雰囲気に包まれた。
　今年で５回目の新春の集いは、
恒例となったステージ発表の第
一部で「舞踏楽田中屋」の９名
による舞踊、第二部で昨年評判
だった、参加者と一緒に体を動か
す「白山市・すみれサークル」13
名によるリズムダンスが披露され
た。
　幕間では、主催者の油省三ＬＳ
Ｃ会長と来賓の南野利明県ＬＳＣ
事務局次長がそれぞれ挨拶した。
　第二部終了後には、絹川章ＬＳ
Ｃ会長代行が中締めの挨拶し、そ
の後、これも恒例となった「お楽
しみ抽選会」を行った。今年の
賞品は地産地消を目的に、白山・
野々市地域の物産を主体としたた
めか、例年以上に当選番号が発表
される度に会場のあちこちで歓声
が上がった。
　当日は、冬型の気圧配置が強ま
り、大変寒い日となったが、役員
の皆様、大変ご苦労様でした。
　白山・野々市ＬＳＣでは、今後
もより地域と密着した活動を続け
ていきたいと考えています。
白山・野々市ＬＳＣ事務局長　福村滋

能登半島地震・罹災者懇談会を開催
輪島・穴水

１．地震発生時の状況は？
・	畑仕事をしていたが、周りの建物が海
の波のように揺れ、自分も目まいがし
て立っていられなかった。

・	最初にガスを止めようと思ったが、体
が硬直して動かなかった。金縛りに
遭ったような感じ。

・	市営住宅に住んでいたが、揺れが長く
感じた。

・	子供を抱きかかえ、物が落ちるのを見
ているだけだった。

・	車で志賀町を走行中、国道249号線
で道路が陥没、かつ大きな段差が発生
し、怖くて走れなかった。

２． 被害状況と今後の再建に向けての思
いは？

・	全壊したが、幸い外に出ていてケガ人
はなかった。現在、親戚の家に住んで
いる。新築については、資金面を含め
て検討中であるが再建は厳しい状況。

・	一部壊で階段が曲がり、柱に多くの亀
裂が入った。地元の工務店が年内は空
いていないとのことで、自分で応急処
置をし、現在も住んでいる。

・	一部壊で、特に仏壇の仏具がほとんど
壊れた。先祖に申し訳ないと思い、少
しづつ修理していく。

・	家財を中心に被害を受けたが、もう高
い所には絶対物を置かないでおこうと
思った。

３．全労済の加入状況と対応は？
・	組合から２月１日発効の火災共済の募
集があり、あまり関心がなかったが、
手頃な｢おすすめプラン｣になんとなく
入った。まさか２ヶ月後に地震に遭う
とは！今は、組合に感謝している。

・	全労済は罹災後、すぐに駆けつけて、
家の隅々まで丁寧に調査した。

・	罹災前、近所の老夫婦が「火事に遭わ
ない」との理由で、２月末更新しな
かった。その家が全壊し、すぐに全労
済に連絡したが、未継続と知り地区運
営委員としてショックを受けた。

『能登は着実に復興しています。
今後は我々の手で風評被害をな
く そ う！』12月 ３ 日(月)、 輪
島・穴水ＬＳＣと全労済石川県
本部は、輪島市労働会館で「能
登半島地震・罹災者懇談会」を
開催した。懇談会には､罹災者
８名と主催者３名が出席し、以
下の内容が話された。『１日で
も早く完全復興することを心か
らお祈りします』
県ＬＳＣ事務局次長　南野利明

・	火災と自然災害に300万円づつ加入し
ていたので全壊で90万円を受け取っ
た。火災共済だけならこんなに出ない
が、自然災害に加入していて助かっ
た。また、共済金も１週間以内に支払
われ、家族みんなで手を合わせた。

・	全労済の現場調査の対応は早く、親切
だった。親戚で保険会社に加入してい
たが、電話だけで「対象外」と言われ
た。私の近所では全労済の評判が口こ
みで広がっている。

・	私は全労済の火災共済、親父はＪＡ
(農協)の建物更生共済に加入していた
が、ＪＡは再取得価格の５％以上でな
いと対象にならなかった。しかし、全
労済からは見舞金20万円が支払われ
た。

４．全労済に対しての今後の要望は？
・	自然災害共済は火災共済と同額付帯に
なっており、収入の少ない老夫婦が多
い能登のような地域では、掛金が高く
て加入しづらい。せめて自然災害を半
額付帯にすべき。

・	全労済の現場調査員が、毎日、入れ替
わりで調査していた。(ジャンパーの
色で分かった。)もう少し効率的にで
きないかと感じた。

５．地震を通しての感想
・	今回の地震発生時間が日曜日のAM9
時42分と、比較的家族が家にいな
かったことなど、好条件が重なり被害
が小さかった。これが平日のAM７時
頃だったらと思うと寒気がした。

・	門前町が災害前に輪島市と合併し、多
くの面でスケールメリットが出た。

・	全国から多くのボランティアが参加し
たが、赤紙が貼られた家には一切入れ
ず、手持ちぶさたにしていた。今後の
教訓にすべき。

・	私の所は３月27日に水道が復旧し、　
水のありがたみが本当にわかった。

６．全労済からのコメント
・	輪島市職員より「市民の加入者を最優
先に現場調査してほしい」との声に
「能登の心を大切にする気持ちが伝わ
り」対応の素晴らしさを感じた。

・	全労済・中部管内からの多数の現地支
援要員に対し、罹災者から心温まる対
応をいただいた。

・	現場調査後は「ありがとうございまし
た」と見送っていただき、帰り際には
手作りの野菜を下さるなど、「能登は
やさしや土までも」を身をもって体験
した。
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年末恒例の餅つきボランティアを実施
さわやかU

防災・防犯講習会と互助会総会
フレンドパーク石川

　さわやかＵの年末恒例行事となった「餅つきボランティア」

を、昨年暮れの12月22日(土)卯辰山公園内の健康交流セン

ター「千寿閣」で実施した。

　７年目の今回は、子供たちによる「餅つき体験」を合わせ

て企画したところ、80名の家族が飛び入り参加した。

　当日はうす曇りの天気の中、午前９時から37名のボラン

ティア会員が準備を開始し、９時30分からの開会式では、さ

わやかＵの宮本一二事務局長が司会、澤信俊理事長と山口

千寿閣館長がお礼の挨拶、特別参加の橋本和雄全労済石川

県本部理事長や桑原豊元衆議院議員、奥田建前衆議院議員、

粟森概金沢市議会議員、中野喜佐雄元野々市町議員らを紹介

し餅つきを開始した。

　｢餅つき体験｣を行うため、例年よりもち米を増量し(計＝18

臼分･40kg)、蒸籠・釜・杵・臼も２セット用意した。つきて・

手がえしが二組に分かれ、あんこ餅・きな粉餅・おろし餅作

り担当が作業を進める中、｢餅つき体験｣で子供たちが父兄と

共に楽しそうに餅をつく光景が印象的だった。

　12時から２階の大広間で始まった「昼食会」に用意された

200パックの餅はあっと言う間になくなった。

　同会場では、才田巖専務理事が県労福協の｢緊サポ｣や｢な

んでも相談｣等の取組みを紹介し、さわやかＵ会員・浅野正氏

の司会で特別参加「北國文化センター・内灘教室」のボラン

ティア８名によるフラダンスの披露も行われた。待ちわびた

利用者らは餅を美味しそうに食べながら踊りに見入った。

　年に１度の「餅つき」ボランティアだが、継続することの

大切さを認識し、今後の活動に生かしたい。

「さわやかＵ」事務局　野村昇司

　12月12日(水)13時30分より、フレンドパーク石川のテ

ナント役職員や防火責任者ら32名が出席し、｢防災・防犯

講習会」を開いた。

　講習会の冒頭、才田巖自衛消防隊長が挨拶した後、金沢

市駅西消防署担当署長補佐の金岡利明消防司令より、近年

の火災状況について説明があり、続いて防火管理者に関す

るビデオを上映。「実際の火災時、慌てずに行動ができるよ

う、日常から消火器の場所確認や使用方法の訓練を行って

ほしい」と要望した。

　引き続き、石川県県民文化局県民生活課の新澤克之課長

補佐が「石川県防犯まちづくり条例」の内容を説明。会館

や地域での防犯対策について「一人ひとりが自らの安全を

守るという意識を持ち、隣近所同士のコミュニケーション

を図ることがポイント｣と話し、同課の長井斉専門員が『草

の根防犯座談会』の内容を説明。「いろいろな機会に是非、

開催していただきたい｣と要請した。

　同会館は毎年、春は「避難訓練」、秋は「防災講習会」

を実施している。

　また、石川県勤労者福祉文化会館内で勤務する者(希望

者)で構成する「フレンドパーク互助会」総会を12月28日

(金)11時45分よりフレンドパーク石川２Ｆホールで開催。

参加した41名の会員は、役員・幹事等を確認した。

　引き続き行われた｢忘年昼食会｣では、「フレンドパーク互

助会」の才田巖会長が挨拶、上田弘志副会長が乾杯音頭、

綿征一幹事長が司会を務め、参加者は南野利明県ＬＳＣ次

長の進行による「運だめしビンゴゲーム」を楽しんだ。

防災・防犯講習会 互助会総会

　２月１日(金)、徳島南部地域労福協と連合徳島地域協議

会の松江剛嗣議長他８名が石川労福協「ライフ・サポート

センター活動」の視察研修で石川県入りした。

　当日は、最初に「小松・能美地域ライフ・サポートセン

ター」の事務局を訪問し、庭田茂男ＬＳＣ会長より、主要

活動である「木場潟一周健康ウォーク」や「ふれあいパー

ティー」、「退職前セミナー」等について説明を受けた。

　その後、フレンドパーク石川で石川労福協の綿征一常務

理事が、ライフ・サポートセンター事業の設立に至る経過

や事業活動をパワーポイントで分かりやすく解説した後、

意見交換した。

　徳島南部地域労福協は、ライフ・サポートセンターを立

徳島県南部地域労福協が来局 ち上げたばかりであり、労働団体との関わり方や経費予算、

事務局体制、広報宣伝等全般にわたり多くの質問や意見が

出された。

　尚、当日は久しぶりの寒波により、朝7時30分にバスで

徳島県を出発し、小松市に着いたのが14時30分と予定し

た時間より大幅に遅れた。

　一行は翌日、雪の兼六園を観光し石川県を後にした。

県ＬＳＣ事務局次長　南野利明

小松・能美LSCと交流 県LSCと交流


